
NEJM 勉強会 2004 第 13 回 06/30/04 実施 B プリント   荒木 章之 (m11010@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp) 

―1／1― 

Case 12-2004: A 38-Year-Old Woman with Acute Onset of Pain in the Chest (Volume 350(16):1666-74) 
───胸部痛を急性発症した38歳女性─── 

 
【Problem List】 
１）胸痛および上背部痛 
・妊娠早期に胸痛を認めた 
・入院１週前、起床時に頸部から始まり前胸部と背部中央へ放散する圧迫感 
・頸部を動かすと持続する痛み、放散痛は無し 
・胸骨上部で汎拡張期漸減雑音(grade 3 of 4)を聴取。収縮期雑音（grade 1）を聴取。 
・troponin T, CK-MB正常 
・ドップラー心エコーにてわずかにMRを認めるが、僧帽弁疣贅、左房肥大を認めない 
・軽度から中程度のAR 
・軽度TRを認めるが、弁への疣贅付着は見られない 
・造影CTにて、大動脈起始部と上行大動脈を大きく囲む炎症または出血と矛盾しない軟部組織濃度の線状陰影 
２）その他 
・入院２週間前、帝王切開にて健康女児出産 
・呼吸困難、喘鳴、発汗、冷感、悪心あり 
・末梢浮腫（＋） 
・甲状腺機能亢進症、喘息、妊娠糖尿病の既往 
・11回経妊3回経産、第一期流産が７回 
・Ht↓、Neu↑、Lym↓、Plt↑ 
・ESR↑↑、PT延長、PTT短縮 
・T.P.↓、Alb↓、Cl↑、CO2↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


